
インドの鉄道というと、電車から身を乗り出したり、屋根にまで人が乗っていたりするイメージがありませんか？
そんなイメージは過去のもの！インドの鉄道は大きく発展しているのです。

今まさに、インド高速鉄道プロジェクトが進んで
いることはご存知でしょうか？このプロジェクトでは
日本の新幹線のシステムが導入され、日本で「はや
ぶさ」の愛称で親しまれているE5系が、ムンバイから
インド西部のアーメダバードまでの約500kmを約2時間
で走行する予定です。
新幹線が駅と駅をつなぐだけでなく、日本とインド両
国の絆をさらにつないでくれることを期待しましょう！
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日本の新幹線がインドの人々の生活の足となる？！

インドにピント インドの “そうなの？！” 集めました！ 情報提供資料
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実は、アジアで初めて鉄道が敷かれたのはインド
です！1853年に、約40kmのムンバイ・ターナー間で
開通しました。日本で鉄道が開業したのが1872年なの
で、日本よりも19年も早く鉄道が誕生していたことに
なります。
現在インドではインフラ整備が重点政策となっていて
鉄道建設が進んでおり、鉄道路線総延長距離は6万km
を超え、世界第4位（2021年)!年間旅客輸送量に
ついては、コロナ禍以前の2020年では世界第1位の
約1.1兆人キロ！まさに鉄道大国といえるでしょう。
都市鉄道の整備も進み、右の写真の様な近代的なメトロも
運行しています。もちろん屋根には乗っていません！

インドは鉄道大国

屋根にはもう乗らない？！

＜2023 年開通のムンバイメトロ＞

＜イメージ＞
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インドの鉄道の今！インドの鉄道の今！


